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12月8日に農業分野における独占禁止法等に係る説明会
及び個別相談会を京都で開催します

平成28年4月から施行された改正農協法では、農協等の事業を利用するかどうかは組合員の選
択に委ねられるべきものであることから、事業利用を強制してはならないことが明記されました。

この度、公正取引委員会と農林水産省は、農業分野の独占禁止法等に係る説明会及び、公正取
引委員会の担当者による独占禁止法に係る個別相談会を12月8日（木）に京都市のキャンパスプ
ラザ京都で開催します。参加希望の方は、下記URLより、参加申込み方法をご確認ください。

詳細は http://www.maff.go.jp/j/press/keiei/sosiki/161013.html

主な内容

Pick up！！
・12月8日に農業分野における独占禁止法等に係る説明会及び

個別相談会を京都で開催します
・12月21日に輸出における動植物検疫等に関する近畿ブロック

説明会を大阪で開催します

・「ディスカバー農山漁村の宝」養父市の地区が選定されました
・平成29年度農林水産予算概算要求の主な項目の

ポイントのご紹介（農地中間管理機構関係）
・高病原性鳥インフルエンザの発生防止の取り組みをお願いします

粋♡意気農業人

・平成28年度の経営所得安定対策等の加入申請状況及び
平成27年産収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）の支払

実績が公表されました
・平成28年産県内の水稲10ａ当たり予想収量は平年並みの見込み

H-SATTバックナンバーはホームページへ！
http://www.maff.go.jp/kinki/tiiki/hyogo/pr/h_satt/index.html

12月21日に輸出における動植物検疫等に関する
近畿ブロック説明会を大阪で開催します

国では、農林水産物・食品の輸出について、平成31年の農林水産物・食品輸出額1兆円目標の
達成に向け、取り組んでいるところです。

この取り組みをより着実に実施するため、農林水産省では、農畜産物を輸出しようとする生産
者、生産者団体、輸出関係団体、流通・販売事業者等の皆様に対して、具体的な農畜産物の輸出
における動植物検疫の手続等の説明会を、12月21日（水）に大阪合同庁舎で開催します。

参加希望の方は、下記URLより、参加申込み方法をご確認ください。

詳細は http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/keneki/161107.html
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高病原性鳥インフルエンザの発生防止の取り組みをお願いします
高病原性鳥インフルエンザ・ウイルスの侵入防止のための主なポイント
（1）人・車輌等の農場や鶏舎内の出入り時の消毒、鶏舎内外の整理・整頓・清掃
（2）野鳥・野生動物による侵入の防止のための防鳥ネットなどの使用
（3）飲用水・飼料の汚染防止のため、新鮮な水道水の使用や遊離塩素濃度の確認
（4）鶏舎内の環境整備や鶏への適正な飼料の給与など鶏の健康管理・取扱い
（5）鶏糞の適切な処理（発酵は、中心温度を70℃以上）等

詳細は http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/pdf/ai_eisei_check1.pdf

平成29年度農林水産予算概算要求の主な項目のポイントのご紹介

(農地中間管理機構関係)

農林水産省では、平成２９年度概算要求においても、引き続き農地集積等を推進するための必
要な予算額を要求しています。

事業内容としては、本年度に引き続き、農地中間管理機構を通じた貸付けにより、農地集積に
取組んだ地域や集落に対する「地域集積協力金」や個々の出し手に対する「経営転換協力金」・
「耕作者集積協力金」を措置しており、担い手への新規集積農地面積に応じて国が県に交付する
金額の範囲内で、県は単価等を調整し事業を実施することとなっています。

なお、更なるメリット措置として、新たに全ての農地を貸し出される場合に固定資産税の軽減
が受けられますので、こうしたメリット措置を活かし、地域の皆さんで話し合って農地中間管理
機構を活用しましょう。

農地中間管理機構関連の29年度概算要求額 ( )は28年度予算

機構集積協力金交付事業 140億円(46億円) 機構への農地の出し手・地域に対する支援

農地中間管理機構事業 37億円(13億円) 農地中間管理機構の業務に対する支援

機構集積支援事業 31億円(22億円) 農地集積・集約化の基礎業務（システム管理）への支援

内閣官房及び農林水産省では、農山漁村の有するポテンシ
ャルを引き出すことにより、地域の活性化、所得向上に取り
組んでいる地区について、今年度応募した全国769地区の中
から30地区の優良事例を選定し、公表しました。

兵庫県からは、朝倉山椒を用い集落ビジネスによる地域の
活性化に取り組んでいる養父市の「畑（はた）特産物生産出
荷組合」が選ばれました。

組合では、朝倉山椒を用いた新商品の開発や海外への輸出、障害
者団体への委託加工等を実践し、収益の増加、農福連携による社会
貢献、山椒生産に伴う耕作放棄地の減少等の成果をあげています。

組合代表者の梅谷幸男さんは、選定されたことを受け、「自ら産
業を育み、畑区の将来を担う若い世代の働く場を作り、自立した村
を目指したい｣と､今後の抱負を述べられました。

詳細は http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/discover.html

「ディスカバー農山漁村の宝」養父市の地区が選定されました！
む ら

渡り鳥シーズン
到来！！

朝倉山椒
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兵庫県内で活躍している農業男子！！、農業を愛する女子！！の活動
を取り上げ、青年就農者や農業法人で活躍する若い皆さん、これから
農業を志す皆さんのために「粋･意気 農業人」として紹介させていた
だきます。

独学から人のネットワークで経営を安定化！

ご利用ください！「逆引き事典２」
農林水産省では、補助金等の事業の情報をホームページで公開しています。「誰が」、「何を

したい」から、必要とする事業の情報を検索できる「補助金等の逆引き事典」をご利用下さい。

逆引き辞典は https://www.gyakubiki.maff.go.jp/appmaff/input

加古郡稲美町に嫁ぎ、家庭菜園から発展され平成25年に「ト
ミタFarm」を設立し、本格的に野菜出荷を始められた冨田美和
子さんに課題や将来の夢を伺いました。

私は、嫁ぎ先が農家でしたが、耕作者がいなくなり農地が荒れ
ていました。農業は未経験でしたが、家庭菜園から始め、野菜作
りの楽しさを実感し、当初はインターネットから情報を集め独学
で農業に取り組みました。何もわからず相談する人も限られてい

たので、県下女性農業者の会「ひょうごアグリプリンセスの会」に加入し、そこでの活動を通じ
て多くの人とつながりができ、イベントへの出店などで皆様か
ら声をかけていただき、取引先が広がりました。

今は、販売先の要請を受けて、約40aの畑にサニーレタス・
白菜・大根・ビーツ・ジャガイモなどを最大限生産するように
しています。また、形が悪い野菜をキムチに加工して、JAの直
売所で販売もしています。

夫も子供も「これから一緒に農業をしたい」と言ってくれて
おり、家族で協力して規模拡大を図り、消費者に喜ばれる野菜
を多く作っていきたいと考えています。

自分の農業実現への挑戦を通じ地域農業に貢献
平成24年より家族4人で神戸から篠山市に移住し、就農された森田

耕司さんにお話しを伺いました。

神戸に住んでいた頃は、毎週篠山から野菜を購入していましたが、
自分でもすべて無農薬、無化学肥料で野菜を栽培したいと考え、購入
先の農家の下で1年間栽培技術を学びました。同時に不動産業者を通
して篠山市内で移住できる住宅を探し、決定したところ、移住先の自
治会長のご紹介で農地2haを借りて就農することができました。

当初は、水稲と野菜の栽培から始め、順調に農地の集積もできまし
た。3年前からジーンズメーカーの依頼で地域の仲間と共に和綿
の契約栽培を開始し、今では、経営のメインとして2ha栽培して
います。米、野菜は自宅前等で販売していますが、リピーターの
お客様の増加で、やりがいを感じています。

来年度の法人化を目指していますが、地域の方からの更なる農
地集積の相談もあり、地域の農地の受け皿として規模拡大を進め
るとともに農業を始めたい若者の受け皿としても頑張っていきた
いと考えています。
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農政に関するご相談、事業や制度へのご質問などがございましたら、お気軽に地方参事官ホットラ
インまでお問い合わせ下さい。 また、H-SATTに対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177

農林水産省は、平成28年度の経営所得安定対策等の加入申請状況（平成28年7月末時点、熊本
県については9月末時点）及び平成27年産収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）の支払実績を取
りまとめ、11月1日に公表しました。

平成28年度の全体の加入申請状況については、大規模農家への農地集積や小規模農家の離農が
進んでいること等から申請件数は減少していますが、需要のある飼料用米等へ生産をシフトして
きたことにより対象面積は増加しています。

特に、水田活用の直接支払交付金は、飼料用米・WCS用稲等新規需要米及び収益性の高い小
豆・枝豆への作付転換が図られ申請件数及び対象面積が増加しています。

平成28年度の経営所得安定対策等の加入申請状況及び平成27年産収入減少
影響緩和対策（ナラシ対策）の支払実績が公表されました

平成28年度経営所得安定対策等の申請状況（ポイント）

兵庫県
全体 畑作物の直接支払 水田活用の直接支払 米の直接支払

(ゲタ対策)
申請件数 対象面積 申請件数 対象面積 申請件数 対象面積 申請件数 対象面積

(件) (ha) (件) (ha) (件) (ha) (件) (ha)
28年度 (A) 58,249 50,438 375 3,215 26,740 16,598 53,210 30,625
27年度 (B) 60,292 49,915 378 3,295 26,495 16,348 54,672 30,273
増減 (A-B) ▲ 2,043 523 ▲ 3 ▲ 80 245 250 ▲ 1,462 352

平成27年産収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）の支払実績については、27年度の兵庫県下の
米の実績が、27年産米の標準的収入額11万35円/10aに対し、27年産米の当年産収入額が10万
1,319円/10aとなり、米価は上昇したものの収入額が下回ったことから補てんが実施され、また、
小麦、六条大麦、大豆についても、同様で補てんが実施されました。

これらのことから兵庫県下の補てん
総額は1.45億円となりました。

なお、山田錦等醸造用玄米について
は、標準的収入額を上回ったことから
補てんは実施されませんでした。

平成27年産ナラシ対策の支払実績（兵庫県）
加入件数(件） 支払件数(件） 補てん総額（億円）

全 国 108,733 93,891 332.33
兵庫県 1,095 916 1.45

平成28年産県内の水稲10ａ当たり予想収量は平年並みの見込み

10月15日現在における県内の水稲10a当たり
予想収量は501kgで前年産並みが見込まれます。

また、農家等が使用しているふるい目幅べー
スの作況指数は100（作柄表示地帯別では、県
南100、県北99、淡路104）となる見込みです。

県内における平成28年産水稲の主食用作付見
込面積は35,400haで、飼料用米、WCS用稲等
が増加したため、前年産に比べ、300haの減少
が見込まれます。

このことから、主食用の予想収穫量は、
177,400ｔで、前年産に比べ1,500ｔの減少が
見込まれます。

10月15日現在における予想収穫量

区 分

10ａ当たり
予想収量

農家等が使用しているふるい目幅で選
別

（近畿地域は1.80mm）

10ａ当たり
予想収量

①

10ａ当たり
平年収量

②

作 況
指 数

③＝①／
②

（1.7mm選別）

kg kg kg
兵 庫 県 501 491 489 100 
県 南 500 490 489 100 
県 北 497 489 492 99 
淡 路 517 507 487 104 


